



















っている。この順に理解が難しくなるが、それは 我々の世界に近づく つれ、考慮しなければ らない条件 増えるから、プロティノス自身が整合性を持たせるため 苦心









































































を飾るのは山口誠一氏の「ヘーゲルから現代へ」で、ヘーゲルが一者を忘我によってではなく思惟によってつかむことができると理解したのを現代を代表する新プラトン主義研究者のバイアヴァルデスも受継いだことが語られ、 「バイアヴァルテスに特徴的なことは、思惟の自己関係としての知性を、ヘー と同じように、弁証法として解釈していることである」 （
p. 37（ （と締め括られる。
　
以上、評者には古代に限っても知っていることより知ら
ないことのほうが多く勉強になったし、プロティノスの作り上げた体系 強靱さと、ミレトス派からプラトンにいたるギリシア思想の富を巧みに取入れていることを再確認できた。
